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人囗と 面穣( 62. 9. 1)
世 帯　230, 156
人 囗　635, 761 人
男　322, 218 人
女　313, 543 人

面 積　53. 25k ㎡
人 囗密 度　11. 939 人/ k ㎡

〈月2 回( 5 曰 、20曰) 発行〉

足 立区政に関 す
る 世 論調査

荒川河川敷の整備に熱い期待
再開発への要望も増える

区
民
の
皆
さ
ん
は
、
区
政
に
対

し
て
ど
の
よ
う
な
萋
望
を
持
つ
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
自
分

の
す
む
ま
ち
を
ど
の
よ
う
に
感
じ

て
い
る
の
か
。
1

区
で
は
、
区
民
の
皆
さ
ん
の
考

え
や
意
見
、
妥
望
な
ど
を
的
確
に

把
握
し
、
区
政
に
反
映
す
る
た
め

に
、
毎
年
世
論
鯛
査
を
行
つ
て
い

ま
す
。

今
回
調
査
し
た
項
目
は
、
水
と

緑
、
防
災
対
策
、
定
住
性
、
区
政

へ
の
讐
望
な
ど
9
項
目
に
つ
い
て

行
い
ま
し
た
。
以
下
、
調
査
結
果

の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

調
査
方
法

無
　作
為
抽
出
に

よ
り
足
立
区
内
在
住
の
2
0
　

歳
以
h
8
0
歳
禾
禹
の
男
女
2

千
人
を
ブ
ロ
ッ
ク
別
に

選
び
、
専
門
調
査
員
に
よ

る
個
別
面
接
調
査

調
査
期
聞
　
昭
和
6
2
年
6
月
1
8

日
I
6

月
2
8日

回
収
率
8
2

・
4
%

水
と
緑

区
で
は
、
基
本
計
固
に
基
づ
い

て

「
水
と
緑
の
ま
ち
つ
く
り
」
を

進
め
て
い
ま
す
が
。そ
の
成
果
は

。

番
々
と
進
ん
で
い
ま
す
。

今
年
、
8
月
に
は
、
2
1世
紀
に

向
け
て
水
辺
を
中
心
に
個
性
豊
か

な
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
「
足
立

水
の
回
廊
構
想
J
が
ま
と
ま
り
ま

し
た
。

そ
こ
で
、
区
内
を
流
れ
る
。
荒

川
'
へ
の
か
か
わ
り
や
、
。
荒
川
河

川
敷
″
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
、
河

川
取
の
整
爾
方
法
な
ど
に
つ
い
て

皆
さ
ん
の
考
え
を
聞
き
ま
し
た
。

荒
川
河
川
敷
に

行
っ
た
こ
と
が
あ
る

区
民
は
6
割
以
上

区
内
を
流
れ
る
媛
川
'
と
の

か
か
わ
り
に
つ
い
て
聞
い
た
と
こ

ろ
、
[
よ
く
行
く
]
と
答
え
た
人
が

1
0
%
、『
と
き
と
き
行
く
乱
%

で
、

程
度
の
差
が
あ
る
も
の
の
6
割
以

上
の
区
民
が
、
か
か
わ
り
を
持
っ

て
お
り
、区
民
の
。荒
川
‘と
の
結

び
つ
き
の
強
さ
が
わ
か
り
ま
す
。

ま
た
。
荒
川
'
に
行
く
目
的
で

は
「
散
歩
、レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

」

が
5
0
%
で
最
も
多
く
、以
下
、「
花

火
大
会
や
区
民
駅
伝
な
ど
イ
ペ
ン

ト
」
2
6
%
、「
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
た

め
」
1
6
%
、「
子
供
の
つ
き
そ
い

」
1
5
%

、「
自
然
覿
察
」
6
%

、
な
ど

と
な
っ
て
い
ま
す
。

イ
メ
ー
ジ
は

″
避
難
場
所
″″遊
び
場
″

そ
し
て
″自
然
が
あ
る
″

図
1
は
、
荒
川
河
川
敷
に
つ
い

て
の
イ
メ
ー
ジ
を
「
自
然
≒
親
し

み
」「
景
観
」
な
ど
8
項
目
に
つ
い

て
た
ず
ね
た
結
果
「
そ
う
思
・
2

と
答
え
た
人
の
割
合
で
す
。

こ
の
結
果
は
。
区
民
全
体
の
回

答
比
宰
で
す
が
、
荒
川
と
の
。
か

か
わ
P
の
程
度
で
違
い
が
み
ら

れ
、
。
よ
く
吁
く
"
人
ほ
ど
「
そ
う

思
う
」
と
答
え
る
人
が
多
く
な
り

ま
す
。

男
性
″ス
ポ
ー
ツ
施
設
″

女
性

″自
然
生
か
し
た

施
設
"
の
整
備
を
要
望

荒
川
河
川
敷
を
整
側
す
る
場

合
、
自
然
の
活
用
も
含
め
、
ど
の

よ
う
な
利
用
に
重
点
を
置
い
た
も

の
を
望
む
の
か
た
ず
ね
ま
し
た
。

呈

生
の
広
場
」
が
4
1
%
で
最

も
多
く
、
そ
の
他
で
は
、「
総
合
グ

ラ
ン
ド
」
3
4
%
、「
自
然
K

察
1
2
8

气
「
水
質
の
改
善
」
2
5
%、「
魚
つ

り
場
」
1
8
%、「
親
水
公
園
J
-
7
%
、

「
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

」
と

「
区
民
農

園

」
が
そ
れ
ぞ
れ
1
5
%
、「
ゴ
ル
フ

場

」
8
气
[

水
上
ス
テ
ー
ジ
ー
イ

ペ
ン
ト
広
場
」と
「
ポ
ー
ト
場
」が

と
も
に
7
%

と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
要
望
を
性
別
に
み
る

と
、
男
性
で
は
「
総
合
グ
ラ
ン
ド
」

「
ゴ
ル
フ
場
」
「
魚
つ
り
場
」
が
、

女
性
で
は
「
芝
生
の
広
場

」「
区
民

農
園

」「
親
水
公
園

」「
自
然
観
察
」

な
ど
が
高
い
要
望
と
な
っ
て
い
ま

す
。荒

川
河
川
吸
の
整
臠
に
つ
い
て

は
こ
足
立
水
の
回
腮
構
想
」の
な

か
に

、
広
大
な
河
川
取
を
い
か
し

た
中
央
河
川
公
園
づ
く
り
が
傴
り

込
ま
れ
て
い
ま
す

。

過
密
化
し
た
都
市
の
中
に
あ
っ

て

、荒
川
の
広
大
な
ス
ペ
ー
ス
は
、

区
民
に
と
っ
て
貴
璽
な
財
産
で

す
。今

唆
も
皆
さ
ん
の
ご
意
兒
、
ご

娶
望
を
生
か
し
な
が
ら
こ
の
財
産

の
有
効
活
用
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。

図1 荒川河川敷のイメージ

10
月 1 日 か

ら

図
書
館
サ
ー
ビ
ス
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た

年
中
無
休
、夜
間
開
館
(午後
8時まで)実
施

(
た
だ
し
、
千
住
・
常
東
・
花
畑
図
書
館

、
新
田
・
宮
城
分
室
は
、

従
来
ど
お
り

、
問
合
せ

先
…
…
……

中
央
図
書
館
　
8
4
0
　
4
6
4
6

区
政へ

の要
望

老
人
福
祉
、

下
水
道
整
備
、

保
健
医
療
の
充
実
、

が
3
大
要
望

ぼ
政
へ
の
要
望
"
は
、
撒
鄂

項
目
と
し
て
、
毎
年
調
査
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
「
老
人
福
祉
」
は
、
5
8

年
度
よ
り
5
年
連
続
要
望
第
1

倥
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
に
今
年
は
、「
閧
発
・
再
閲
発

に
よ
る
地
域
整
偉
」
の
要
望
が
、

昨
年
の
1
4位
か
ら
6
卮
に
伸
び
て

い
る
こ
と
が
目
立
ち
ま
す
。
今
唆
、

進
め
ら
れ
る
駅
前
周
辺
整
備
な
ど

に
、
区
民
の
関
心
が
向
け
ら
れ
て

き
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

区
で
は
、
皆
さ
ん
の
要
望
に
こ

た
え
る
よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
。

た
と
え
ぱ
{
老
人
福
祉
}
に
つ
い

て
は
。
ね
た
き
り
老
人
な
ど
の
た

め
に
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
を

昭
和
7
0年
ま
で
に
4
ヵ
所
建
設
し

ま
す
。さ
ら
に
、
特
別
饗
護
老
人

ホ
ー
ム
を
始
め
と
す
る
各
施
設
に

在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
拠
点
と
し
て
、

高
齡
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

を
併
設
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
「
下
水
逗
整
偏
」
に
つ
い

て
は
。
現
在
(
昭
和
6
2年
4
月
)
5
3
%

の
胼
及
率
で
す
が
、
6
0年
代

末
に
は
1
0
0
%をめ
ざ
し
て
い
ま

す
。

1 位　老人福祉
24. 8%

2 位　 下水直整備

17. 4%

3 位　保健医療 の充実

16. 5%

4位　交通網の整備

15. 2%

5 位　道路の整備
14. 1%

6 位　開発・再開 発に
よる地域整備

9. 3%

定
住
性

区
内
の

定
住
希
望
者
が

大
き
く
増
加

屋
立
区
に
今
険
も
庄
み
続
け

た
い
と
思
い
ま
す
か
"
と
い
う
問

い
に
対
し
て
。
「
引
き
続
き
庄
む
つ

も
り
で
あ
る
一
と
回
笞
し
た
人
が

7
5
%
ぺ
亊
情
さ
え
許
せ
ば
住
み
た

い
」
か
7
%

で
、
こ
の
2
つ
を
合

わ
せ
た
8
2
%
の
人
が
定
庄
意
向
を

持
つ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
昨
年

に
比
ぺ
m
一
p
も
増
え
て
お
り
、
過

去
1
5回
の
調
査
の
な
か
で
最
高
の

数
字
と
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
屈

へ
移
り
た
い
・
移
転

す
る
つ
も
り
」
と
い
う
人
は
9
%

。

「
特
に
決
め
て
い
な
い
・
わ
か
ら

な
い
」
と
答
え
た
人
が
9
%

と
い

う
結
果
で
し
た
。
(
図
2
忝
照
)
　

―

◇
　

◇

―

今
回
の
世
諭
調
査
に
つ
い
て
の
　

。
あ
ら
ま
し
"
は
、
本
庁
舎
・
中

夬
本
町
庁
舎
疇
報
公
閧
課
で
無
料

で
配
布
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
く

わ
し
い
槊
計
結
果
を
の
せ
た
畄

告
魯
"
は
、
憐
報
公
閲
課
、
区
内

各
図
魯
館
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　
本
庁
舎
・
広
報
課
広

聰
係

　
8
8
2
1
1
1
1
㈹

図2 定住・移転意向の推移

10月5 日

区民事務所(興本鹿浜)
が移転します

興
本
区
民
事
務
所
は
、
興
本

住
区
セ
ン
タ
ー
内
へ
。
ま
た
鹿

浜
区
民
事
務
所
は
、
啀
浜
セ
ン

タ
ー
内
へ
移
転
し
ま
す
。

業
務
開
始
日
　
1
0月
5
日

柬
取
扱
い
業
務
と
電
話
番
号
は

こ
れ
ま
で
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。

問
合
せ
先
　
両
区
民
事
務
所

興本区民 事務所
新住所　 本木東町17- 10　 　889- 0457

( 興本住区センター内)

鹿浜区民事務所
新住所　 鹿浜6- 8- 1 　853- 2301

( 鹿浜センター内)

区
民
の
日
に
晴
れ
の
表
彰

足
立
区
に
貢
献
し
た
1
4
4
名

去
る
1
0月
1
日
「
区
民
の
口
ご

に
昭
和
6
2年
度
足
立
区
功
労
者

表
影
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

区
の
た
め
に
永
年
尽
力
し
功

労
の
あ
っ
た
Ⅲ
名
の
方
々
が
表

彫
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

【
自
冶
功
労
一

鴨
下
次
男
、

玉
本
英
雄
、山
崎
新
治
郎
、浅
賀

和
夫
、足
立
長
松
、泉
一
改
、今

田
晏
意
、上
野
陽
一
、江
川
旅

一
、大
城
善
雄
、岡
村
圭
造
、柿

沼
宏
明
、加
嶋
義
一
示

泉
叨

一
、小
宮
昇
太
郎
示

室
飢
充
、

櫻
井
政
次
郎
、

佐
藤
英
一
郎
、

灣
水
悦
夫
、膺

水
一
男
、鈴
木

繁
次
郎
、鈴
木
次
男
、鈴
木
藤

三
、鈴
木
好
夫
、高
棍
紘
一
、哨

田
文
治
、冨
澤
昭
『

中
村
喜

作
、野
囗
利
夫
、野
本
征
男
、林

哢
美
、秀
野
登
三

、
昼
閧
又
蔵
、

藤
波
久
雄
、祀
川
實
、増
山
膺
之

進
、元
木
照
推
、森
屋
貢

【
社
会
祖
祉
功
労
】

斉
木

光
子
、浅
香
秀
高
、大
野
松
江
、

岡
田
秀
次
、栗
原
邨
三
郎

、漬
水

敏
子

、灣
水
保
多
郎
、平
柳
生

次
、横
内
八
重
子
、

【
社
僉
生
活
功
労
】

飯
沼

満
夫
、飯
沼
文
子
示

泉
濟
次
、

田
口
斟
蔵
、田
島
榮
一

【
公
衆
衛
生
功
労
】

浅
川

義
次
、市
川
公
一
、井
上
彊
、大

久
保
三
千
雄

、糟
谷
一
朗
、盾
水

泡
、高
井
敬
時
、田
中
富
美
子
、

名
倉
遭
、並
木
鐵
治
、深
谷
耕

治
、二
塚
政
子
、星
野
富
治
、松

崎
元
、八
代
舂
治
、渡
邊
昭

【
学
校
教
育
功
労
】

坪
井

弘
次
、林
正
男
、原
司
、古
庄
信
雄

【
社
会
教
育
功
労

】

池
田

光
一
、石
井
敏
雄
、井
上
市
三

郎
、
#
h

邦
子
、嗚
村
群
宥
、田

中
新
市
、津
原
秀
俊
、矢
萩
あ
や

子
【
産
業
功
労
】

池
上
次
男
、

大
澤
盛
平
、岡
本
一
良
、篠
山
平

五
郎
、島
田
六
郎
、鈴
木
哲
雄
、

鳥
厩
金
藏

、並
木
一
、野
尻
四

郎
、
廣
川
和
一
、保
坂
金
治
、
矢

作
一
雄
、吉
澤
弘
州

【
逹
般
功
労
】

相
澤
明
、中

島
新
次
郎
、野
村
渦
登

【
納
税
功
労
一

石
黒
太
亮
、

金
子
正
雄
、

【
文
化
功
労
】

天
谷
み
さ

を
、飯
塚
亥
之
t
o
'石
井
智
子
、

石
坂
爾
、磁
周
二
、大
熊
靖
彌
、

太
田
治
六
、刈
込
た
み
子
、黒
田

は
ま
、小
原
輝
三
、紺
谷
信
義
、

今
野
芳
子

、麑
濱
金
吾
、田
由
患

美
子
、戸
津
侃
、冨
田
誠
太
郎
、

中
山
勝
太
郎
、涸
中
隼
雄
、峯
庠

與
平【

体
育
功
労
】

荒
井
安
郎
、

小
山
幸
枝
、鈴
木
義
之
、仲
泊
兼

盛
、久
野
三
男

【
徳
行
者
】

足
立
区
少
年

献
式
野
球
連

盟
、足
立
建
設

業
協
会
ぶ
澤

さ
き
、大
谷
田

上
土
地
区
圃
整
理
砠
台
、ク
ラ

ウ
ン
カ
ラ
オ
ケ
研
究
会
、江
北

西
部
土
地
区
画
整
理
岨
合
、吸

和
信
用
金
庫
本
木
支
店
、柬
亰

足
立
中
央
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
、西
山
厚
、二
兒
艮
雄
、松
岡

英
吉
、松
村
剛
、水
村
千
足
、山

崎
了
昭

、立
正
佼
成
会
足
立
教

会
、黎
明
会

【
人
命
敦
助
】

金
子
舁
示

室
勇
、関
根
章
雄
、西
山
良
平

、

羽
田
芙
樹
、矢
作
祐
之

八
歌
袮
略
V
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東
伊
興
町
お
よ
び
西
伊
興
町
の
一
部
の
皆
さ
ん
ヘ

住
居
表
示
を
予
定
し
て
い
ま
す

区
で
は
、日
常
生
活
上
便
利
で
、

わ
か
り
や
す
い
庄
所
に
す
る
た
め

新
し
い
住
居
表
示
の
整
臠
を
進
め

て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
、
区
民
の
皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
で
、
足
立
区

内
の
約
8
5
%
(
1
0
月
m
一
日
実
施
地

区
を
含
む
)
の
区
域
を
整
膺
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
回
は
、
次
の
地
区
の
住
居
表

示
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

第
3
5次
住
居
表
示
対
象
地
区

東
伊
興
町
、
西
伊
興
町
、
伊

興
町
谷
下
の
一
部
地
域
(
左
図

参
照
)

実
施
予
定
日
(
施
行
年
月
日
)
　

昭
和
6
3年
5
月
1
5日

S
実
態
調
査
に
伺
い
ま
す

こ
の
住
居
表
示
を
実
施
す
る

際
、各
戸
(
建
物
)
の
形
状
、世
帯
主

名
(
法
人
等
を
含
む
)
な
ど
を
、
あ

ら
か
じ
め
飼
査
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す

。

調
査
の
た
め

、
区
役
所
の
腕
章

を
つ
け
た
調
査
員
が
伺
い
ま
す
の

で
、
そ
の
時
は
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す

。

問
合
せ
先

中
　央
本
町
庁
舎
・
住

居
表
示
係

　
膜
5
0
3
1

住居表示実施前

住 居表示実施後

行政相談週間
10月11日～17日
行政相談委員名簿

□
特
般
行
政
相
談

総
務
庁
で
は
、
住
民
の
皆
さ

ん
に
行
政
相
談
制
度
を
よ
り
一

層
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

毎
年
1
0月
に
「
行
政
相
談
週
間
」

を
設
け
、
各
種
の
行
事
を
行
つ

て
い
ま
す
。

区
で
も
、
行
政
相
談
委
員
が

主
体
と
な
り
、
国
や
公
廩
・
公

団
な
ど
の
仕
事
に
関
す
る
苦

惴
、
要
望
を
お
闃
き
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

曰
眄
・
鳩
所
　

▽
1
0月
1
4日
・
1
5

日

、
西
新
井
区
民
ホ
ー
ル

(
ニ
チ
イ
4
階
)
　

▽
1
6日
、

本
庁
舎
・
区
民
相
談
室

※
受
付
時
閧
は
、
い
ず
れ
も
午

後
1
時
～
4
時
。

□
行
政
相
談
委
員

上
表
の
行
政
相
談
委
貝
は
、

常
時
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま

す

。面
接

、
電
話
、
手
紙
、
い
ず

れ
の
方
法
で
も
結
構
で
す
。

問
合
せ
先
　
本
庁
舎
・
相
談
係

‘
靦
1
1
1
1

㈹

飛
び
出
そ
う
!
青
空
の
下

―
心
身
障
害
者
(
児
)
体
育
祭
―

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
で
す

。
ふ
だ
ん

か
ら
だ
を
勦
か
す
機
会
の
少
な
い

心
身
障
害
者
(
児
)
の
皆
さ
ん
と
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
集
い

、

第
1
4回
足
立
区
心
身
障
客
者
(
児
)

体
育
祭
が
閲
か
れ
ま
す

。

苛
空
の
下
。
み
ん
な
で
思
い
き

り
汗
を
流
し
ま
し
ょ
う

。
一
般
の

方
々
も
、
お
気
唖
に
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

曰
時
1
0
月
1
0
日
(
土
)
、
午
前
9
　

時
3
0
分
～
午
唆
4
時
(
雨
天
の
　

場
合
は
1
1日
)

場
所

亀
田
小
学
校
(
梅
島
駅
下

卑
)

あ
な
た
も
ぜ
ひ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
!

足
立
区
心
身
障
書
者
(
児
)

体

育
祭
は
、
障
害
者
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
々
と
の
実
行
委
貝
会
に
よ

っ
て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す

。

「
手
づ
く
り
で
観
し
み
の
あ
る

体
育
祭
」
の
成
功
の
た
め
に

、
実

行
委
與
会
で
は
、
一
緒
に
凖
備
や

邏
営
を
手
伝
つ
て
く
れ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
を
広
く
募
集
し
て
い

ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
が
辱
意
な
方
、
障
害

者
福
祉
に
関
心
の
あ
る
方
、
飛
び

入
り
大
歓
迎
で
す
。
あ
な
た
も
、

ぜ
ひ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

。

申
込
方
法
　
匱
接
電
話

申
込
期
限
　
1
0
月
8
日

申
込
・
問
合
せ
　先

本
庁
舎
・
障

害
福
祉
課
計
画
調
整
係

　
8
8
2
　
1
1
1
1

㈹

元気い っぱい の体育祭 ( 撮彫は昨 年)

ご
参
加
く
だ
さ
い

福

作

ま

つ

り

綾
瀬
福
祉
作
業
所
で
は
、
一
般

就
労
の
困
難
な
方
が
、
作
業
を
し

な
が
ら
自
立
の
た
め
の
努
力
を
し

て
い
ま
す
。

区
民
の
皆
さ
ん
に
心
身
障
害
者

福
祉
施
設
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

ふ
れ
あ
い
の
輪
を
広
げ
て
い
く
た

め
に
「
福
作
ま
つ
り
」
を
催
し
ま

す
の
で
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
　
▽
川一
月
1
7日
(
土
)
午
後
1

時
1
3

時
、
▽
1
8日
(
日
)
午
前
1
0

時
I
午
後
3
時

内
容
　
バ
ザ
ー
、
模
擬
店
(
1
8
日

の
み
)
、
作
業
公
閧
、
作
品
展
な

ど
問
合
せ
先
　
綾
瀬
福
祉
作
業
所
　

　
瞋
6
1
8
6

追
加
を
受
け
付
け
ま
す

競
争
人
札
参
加
願
い
(
物
品
)

昭
和
6
3年
度
に
、
区
の
物

品
買
入
れ
等
の
指
名
親
争
入

札
に
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、次
の
と
お
り
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

受
付
期
間
　
1
0月
1
9日
～
2
6
　

日
(
土
曜
・
日
曜
日
を
除

く
)

受
付
時
間
　
午
前
9
時
3
0分
I

午
後
4
時
(
正
午
I
午

陵
1
時
を
除
く
)

申
請
用
紙
　
都
財
務
局
所
定

用
紙

用
紙
販
売
所
　
東
亰
都
弘
済

会
(
都
庁
西
1
号
館
地
下

―
階
、
　
2
1
2
6
9
8
4
)

申
請
・
問
合
せ
先

本
庁
舎

・
契
約
第
二
係

　
靦
1
1
1
1

㈹

不燃化促進および沿道
整備計画アンケート調
査にご協力ください
放射11 号線
環状7 号線( C 、D 地区)
国道4 号( B 地区)
補助109 号繚
沿いにお 住いの皆さ んヘ

区
で
は
、
敦
射
い
1
1
‥号
線
、
環
状
7

号
線
(
C

、D
地
区
)
、
国
遭
4

号
(
B

地
区
)
沿
い
に
不
燃
化
促

進
事
業
と
沿
遭
整
偉
計
画
、
補
助
1
0
9

号
線
沿
い
に
不
燃
化
促
進
事
業

を
計
画
し
て
い
ま
す

。

こ
れ
に
伴
い
、
住
民
の
皆
さ
ん

の
意
向
を
う
か
が
い

。
ま
た
、
事

業
を
円
隋
に
進
め
る
資
料
と
す
る

た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い

ま
す
。

調
査
に
は
、
区
が
委
託
し
た
調

査
機
関
が
調
査
対
象
区
域
内
の
お

宅
に
伺
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

調
査
期
間
　
1
0月
8
日
頃
か
ら
3
　

週
間
程
度

調
査
対
鎮
区
域
　
左
図
の
と
お
り

(各
路
線
の
両
側
約
3
0
m
)

鯛
査
機
関
　
左
表
の
と
お
り

問
合
せ
先
　
本
庁
舎
・
ま
ち
づ
く

り
課

　
8
8
2
1
1
1
1㈹調査対象区域

く
ら
し
の

情

報

国
民
年
金
相
談
の

お
知
ら
せ

国
民
年
金
に
関
す
る
疑
問
や

制
度
に
つ
い
て
、
く
わ
し
く
知

り
た
い
方
の
た
め
に
、
国
民
年

金
相
談
を
行
い
ま
す
。

当
日
は
足
立
社
会
保
険
事
務

所
か
ら
専
門
官
が
来
所
し
、
質

問
、
相
談
な
ど
を
受
け
ま
す
。

気
軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

日
時
1
0
月
7
日
(
水
)
、
午
前
　

1
0
時
～
午
後
3
時
3
0
分

鳩
所

中
央
本
町
庁
舎
2
階

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

適
用
係

　
暝
5
1
5
1

保
険
料
を

納
め
ら
れ
な
い
方
ヘ

保
険
料
を
納
め
な
い
ま
ま
に

し
て
お
く
と
、
年
金
を
受
け
ら

れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。経

済
的
な
事
倩
な
ど
で
納
め

る
こ
と
が
困
難
な
方
に
は
、
保

険
料
免
除
の
制
度
が
あ
り
ま

す
。

申
揖
方
法

国
民
年
金
手
帳
。

印
か
ん
を
持
参

申
請
先

中
央
本
町
庁
舎
・
国

民
年
金
課
ま
た
は
各
区
民
亊

務
所

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

記
録
係

　
醤
5
1
5
1

ご
利
用
く
だ
さ
い

国
民
年
金
保
険
料

納
付
相
談

皆
さ
ん
の
中
に
、
次
の
よ
う

な
事
で
悩
ん
で
い
る
方
は
い
ま

せ
ん
か
。

▽
せ
っ
か
く
保
険
料
を
納
め
て

い
た
の
に
、
途
中
か
ら
事
情
が

あ
っ
て
納
め
ら
れ
な
い

▽
禾
納
期
間
が
長
く
な
り
、
も

う
年
金
は
受
け
ら
れ
な
い
の
で

は
な
い
か

▽
保
険
料
を
廖
と
め
て
納
め
る

の
が
む
ず
か
し
い

こ
の
よ
う
な
方
々
の
た
め

に
、
月
I
回
、
I
カ
所
の
区
民

亊
務
所
を
選
び
、
出
張
納
付
相

談
を
実
施
し
て
い
ま
す

。
当
日

は
、
足
立
杜
会
保
険
事
務
所
か

ら
も
専
門
官
が
参
加
し

、質
問
、

相
談
を
お
受
け
し
ま
す

。ぜ
ひ

、

お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い

。

な
お
、
相
談
日
、
時
間
等
に

つ
い
て
は
、
町
会
、
自
治
会
を

通
じ
て
回
覧
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

問
合
せ
先
　
中
央
本
町
庁
舎

。

検
認
係

　
8
8
0
5
1
6
1

お
し
ら

せ

戦
没
者
の
妻
・
父
毋

等
に
対
す
る
特
別
給

付
金
の
継
統
支
給

□
戦
没
者
の
妻

(
1
)晒
和
6
2年
7
月
1
4日
現
在
、

遺
族
年
金
等
の
受
給
権
の
あ
る

戦
没
者
の
妻
で

、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
方
は
、
継
続
し

て
特
別
給
付
金
を
受
け
ら
れ
ま

す

。肺
昭
和
5
2年
発
行
、
第
四
回

特
別
紿
付
金
「
に
号
」
(
6
0万

円
)

の
受
給
権
を
取
寿
し
た

方圀
昭
和
5
2年
発
行

、
第
六
回

特
別
給
付
金
「
ろ
号
」
(
3
0万

円
ま
た
は
1
5万
円
)

の
受
紿

権
を
取
得
し
た
軟
傷
詞
者
等

の
妻
で

、
当
該
戦
傷
鰐
者
が

昭
和
5
8
年
3

月
3
1
日
ま
で

に
、
公
務
傷
病
等
に
よ
り
死

亡
し
た
方

(
2
)昭
和
5
2年
発
行
、
特
別
給
付

金
「
り
号

」
(
2
0万
円
)
の
受
給

権
を
取
寿
し
た
方
で

、
昭
和
6
2

年
1
0月
1
日
に
遺
族
年
金
等
の

受
紿
権
を
有
し
て
い
る
方
。

□
戦
没
者
の
父
母
等

昭
和
6
2年
1
0月
1
日
現
在
、

遺
族
年
金
等
の
受
給
権
の
あ
る

戦
没
者
の
父
母
等
で
、
同
日
ま

で
に
氏
を
同
じ
く
す
る
自
然
血

族
の
子
ま
た
は
孫
を
有
す
る
に

至
ら
な
か
っ
た
方
で
、
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
。

閇
昭
和
5
7年
発
行
、
第
三
回

特
別
紿
付
金
「
を
号
」
(扣
万

円
)
の
受
給
権
を
取
辱
し
た

方出
昭
和
5
7年
発
行
、
第
五
回

特
別
給
付
金
「
り
号
」
(
3
0万

円
)
の
受
給
権
を
取
寿
し
た

方吻
昭
和
5
7年
発
行
、
第
七
回

特
別
給
付
金
「
ほ
号
」
(
6
0万

円
)
の
受
給
権
を
取
寿
し
た

方
請
求
・
問
合
せ
先
　
本
庁
舎
・

民
生
係

　
眤
―
-
1
1

㈹

ご
利
用
く
だ
さ
い

住
宅
修
繕
資
金
等

融
資
あ
っ
せ
ん
制
度

現
在
住
ん
で
い
る
住
宅
の
修

繕
や
1
0平
方
む
以
下
の
増
築
、

ま
た
は
宅
地
の
整
備
を
お
考
え

の
方
で

、
資
金
に
お
困
り
の
場

合
、
金
融
機
関
へ
融
資
の
あ
っ

せ
ん
を
行
つ
て
い
ま
す
。

融
資
あ
っ
せ
ん
額
　
2
0
万
円
～
　

2
0
0
万
円
(

増
築
を
含
む
場
合

は
2
5
0万
円
ま
で
)

利
率
　
年
6
・
8
%
(

区
が
3
%

の
利
子
補
給
を
し
ま
す
)

取
扱
金
融
機
関
　

富
士
銀
行

、

足
立
信
用
金
唯

、
成
和
信
喟

金
塵
、
足
立
農
業
協
同
組
合

の
区
内
本
店
・
支
店
(
窩
士

銀
行
に
つ
い
て
は
亀
有
支
店

で
も
取
扱
つ
て
い
ま
す
)

申
込
方
法
　
所
定
の
申
込
番
に

必
要
な
書
類
を
添
え
て
直
接

持
参
(
エ
事
着
工
後
の
申
込

み
は
で
き
ま
せ
ん
)

※
申
込
用
紙
・
し
お
り
は
、
ま

ち
づ
く
り
課
、
各
区
民
事
務
所

に
あ
り
ま
す
。

申
込
・
問
會
せ
先
　
本
庁
舎
・

事
業
第
一
係

　
眤
-
1
1
　
1

㈹
住
居
表
示
板
を

取
り
替
え
ま
す

区
で
は
、
建
物
に
取
り
付
け

て
あ
る
町
名
街
区
表
示
板
、
戸

番
欅
(
そ
れ
ぞ
れ
住
所
を
表
す

緑
色
の
プ
レ
ー
ト
)
の
古
い
も

の
や
破
攅
し
た
も
の
の
取
り
鰆

え
作
業
を
次
の
と
お
り
行
い
ま

す

。ご
S
力
を
お
頤
い
し
ま
す
。

取
替
期
間
　
m
一
月
上
旬
～
1
2
月
　

下
旬

対
象
地
域
　
千
住
曙
町
、
千
住

旭
町
、千
住
東
∵

二
丁
目
、

千
住
関
屋
町

、
日
の
出
町
、

叨
原

丁

二
丁
目
、
江
北
一

～
七
丁
目
、崘
一
・
二
丁
目
、

堀
之
内
一
・
二
丁
目

※
こ
の
作
業
は

、
区
で
委
託
し

た
業
者
(
庄
居
表
示
係
の
腕
章

を
付
け
て
い
ま
す
)

が
行
い
ま

す

。

問
合
せ
先
　
中
央
本
町
庁
舎
・
　

住
居
表
示
係
　
巍
5
0
3
　
1

公
園
・
児
童
遊
園
の

休
園
の
お
知
ら
せ

次
の
公
圜
お
よ
び
児
童
遊
園

が
、
改
良
工
事
の
た
め
一
時
使

用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

休
菌
す
る
公
圜
・
児
S
公
圜

▽
堀
之
内
北
公
園
、千
住
四
　

丁
目
児
童
遊
園
(
1
0
月
～
6
3
　

年
3
月
)

▽
吉
右
衛
門
堀
公
菌
(
m
一
月

下
旬
1
6
3
年
7
月
)

問
合
せ
先
　
中
央
本
町
庁
舎
・
　

公
園
管
理
佩
　
8
8
0
5
2
6
　
-
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健 康づ く り は
考 え る食 卓か ら

10/ 1～31食生活改善月間

例
え
ば
、
主
婦
に
多
い
困
っ
た
便
秘
に

は
、
纖
維
が
豊
富
な
食
品
(
ゴ
ボ
ウ
、
イ

モ
類
、
野
粟
類
)
な
ど
を
た
く
さ
ん
食
べ

た
い
も
の
で
す

健
康
は
毎
日
の
小
さ
な
工
夫
の

つ
み
か
さ
ね
。エ
夫
す
る
な
か
で

も
、食
事
は
最
も
a
賽
な
も
の
で

す
。一
品
料
理
や
イ
ン
ス
タ
ン
ト

食
品
で
す
ま
せ
て
い
ま
せ
ん
か
。

一
つ
の
食
品
で
す
ぺ
て
の
栄
養

素
を
含
ん
で
い
る
食
品
は
あ
り
ま

せ
ん
か
ら
、
食
品
の
組
み
合
わ
せ

を
考
え
て
と
ら
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。貪
事
パ
タ
ー
ン
も
、主
食

と
主
菜
と
副
粟
を
組
み
合
わ
せ
、

嗜
好
に
よ
る
献
立
だ
け
で
な
く
、

健
康
の
た
め
の
計
画
的
な
献
立
を

考
え
ま
し
ょ
う

。

な
お
、
保
健
所
・
保
健
相
談
所

で
は
、
健
蹶
づ
く
り
の
お
手
伝
い

に
、
保
健
栄
養
教
壅
も
行
つ
て
い

ま
す

。気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。(

区
内
各
保
健
所
・
保
健
相
談
所
〉

記
念
講
演
会

日
眄
　
1
0月
2
7日
(
火
)
、午
後
1

時
3
0分
～
3
時
3
0分

塲
所
　
足
立
保
健
所
(
講
堂
)

内
容
　
買
い
も
の
栄
養
学
…
賢
い

食
事
作
り
に
役
立
つ
、
店
先
に

並
ぶ
商
品
の
中
身
を
見
分
け
る

コ
ツ
な
ど

講
師
　
八
募
晟
氏
(
食
生
活
改
善

研
究
会
会
長
)

※
パ
ネ
ル
展
示
と
6
3年
版
健
康
カ

レ
ン
ダ
ー
の
配
布
が
あ
り
ま
す
。

申
込
方
法
　
電
話
予
約

申
込
・
問
合
せ
先
　
足
立
保
健
所

8
5
5
4
1
5
1

就
学
時
健
康
診
断

来
年
4
月
に
小
学
校
に
入
学
さ

れ
る
お
子
さ
ん
を
対
象
に
し
た

「
農
学
時
健
康
診
断
」
を
実
施
し

ま
す
。

保
護
者
あ
て
に
1
0月
9
日
発
送

予
定
の
通
知
S
に
指
定
さ
れ
た
日

時
・
場
所
で
、
忘
れ
ず
に
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、
区
立
小
学
校
に
入
学
を

希
望
さ
れ
る
外
国
人
の
方
は
、
印

か
ん
と
お
子
さ
ん
の
外
国
人
登
録

証
を
持
参
し
、
学
亊
第
一
係
へ
申

隋
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　
本
庁
舎
・
保
健
給
食

係
、
学
亊
第
一
係
(
と
も
に
　

眤
1
1
1
1
㈹
)

愛
犬
家
・
愛
猫
家
の

皆

さ

ん

ヘ

最
近
、
区
民
の
皆
さ
ん
か
ら
、

捨
て
犬
、
捨
て
猫
の
苦
儔
が
た
く

さ
ん
よ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

捨
て
犬
・
捨
て
猫
防
止
の
た

め
。
足
立
区
猷
医
師
会
が
去
勢
、

避
妊
手
術
を
次
の
と
お
り
行
い
ま

す
。

対
象
生
後
6
ヵ
月
以
上
、
体
璽

2
0
'
幃
禾
禹
の
犬
、
猫
(
そ
れ

ぞ
れ
先
譽
5
0匹
)

S
用

上
表
の
と
お
り

申
込
方
法

封
S
に
住
所
、氏
名
、

電
話
番
号
、
犬
・
猫
の
別
、
性

別
を
記
入
し
、
切
手
付
き
返
信

用
封
簡
を
同
封
の
こ
と

申
込
期
限
1
0
月
1
5日
消
印
有
効

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・
防

疫
指
導
係
(
〒
a
千
住
1
1
4
　
1
1
8

　
8
8
2
-
1
1
1㈹)

第3 回

神
経
難
病
の

検
診
と
相
談

筋
薺
縮
屁
・
筋
無
力
症
・
多
発

性
硬
化
症
・
せ
き
髄
小
脳
変
性
症

・
バ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
な
ど
神
経
難

祠
の
方
、あ
る
い
は
、こ
れ
ら
の
疑

い
の
あ
る
方
を
対
象
に
専
門
の
医

師
が
検
診
と
相
談
を
行
い
ま
す

。

例
え
ば
、筋
肉
が
や
せ
る
、筋
肉

の
脱
力
や
痛
み

、
頭
や
手
足
の
ふ

る
え
や
し
び
れ
、
言
語
や
視
力
陣

害
な
ど
の
自
覚
症
状
の
あ
る
方
で

す
。な
お
保
健
相
談
も
行
い
ま
す
。

日
時
　
1
0
月
1
8日
(
日
)
、
午
前
9

時
3
0分
～
午
唆
3
時

場
所
　
足
立
保
健
所

費
用
　
無
料

申
込
方
法
　
往
厦
は
か
き
に

「
雛

痾
検
診
」
、
住
所
。
氏
名
、
生
年

月
日
、
電
話
番
气

症
状
を
記

入
の
こ
と

※
申
込
順
に
6
0名
を
予
約
受
付
し

ま
す
。

申
込
期
瞋
1
0

月
り一
日
必
番

主
催
　
足
立
区
医
師
会

、
東
京
進

行
性
筋
薺
縮
症
協
会

後
援
　
足
立
区

申
込
・
問
合
せ
先
　
足
立
区
医
師

会
(
〒
凶
千
住
仲
町
1
4
-
4
　

　
矧
9
8
6
1
)

みんなの 健康 足 立 保 健 所 　855- 4151
千 住 保 健 所 　888- 4277
江 北 保 康 相 談 所 　896- 4004東 和 保 相 談 所 　606- 4171

中央本町
児童

相談所 　880- 5351

消
費者セ
ンター

1
0
月
1
8
～
2
4
日

東
京
都
消
費
者
週
間

私
た
ち
に
と
っ
て
身
近
な
こ

と
な
の
に
、
ふ
だ
ん
は
な
ぜ
か

忘
れ
ら
れ
が
ち
の
「
消
賢
者
問

勉
」。柬

亰
都
消
賢
者
週
閧
は
、
そ

の
よ
う
な
消
費
者
問
題
を
広
く

皆
さ
ん
に
訴
え
、
一
人
ひ
と
り

が
消
費
者
と
し
て
の
意
識
を
高

め
、
考
え
、
行
勳
す
る
消
費
者

と
な
る
よ
う
に
と
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。

1
0回
目
に
あ
た
る
今
年
の
消

賢
者
週
関
は
、
1
8日
の
代
々
木

公
園
の
消
費
者
ま
つ
り
を
中
心

に
、
各
地
で
集
会
や
行
事
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

あ
な
た
も
こ
の
消
費
者
週
閧

を
機
会
に
、
食
品
の
安
全
性
の

確
保
、あ
ら
た
な
環
塊
汚
染
問

題
、若
者
や
高
齡
者
の
特
殊
販

売
な
ど
に
よ
る
被
害
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
消
費
生
活
の
問
嘔
に

つ
い
て
、
学
ぴ
、
考
え
、
見
直

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

そ
し
て
、
そ
う
い
っ
た
時
に

は
、区
民
の
皆
さ
ん
の
嘴
報
・

相
鮫
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
消
賢
者

セ
ン
タ
ー
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

く
わ
し
く
は
、
消
費
者
セ
ン

タ
ー
(
　
Ⅲ
1
3
0
1
)
へ
。

ご
利
用
く
だ
さ
い

消
費
者
グ
ル
ー
プ
研
究
報
告
集

消
賢
生
活
上
の
身
近
な
テ
ー

マ
に
つ
い
て
、
調
査
・
研
究
活

勳
を
し
て
い
る
消
費
者
グ
ル
ー

プ
の
報
告
集
が
で
き
ま
し
た
。

6
1年
度
は
、
1
2グ
ル
ー
ブ
、
7
8

名
の
方
た
ち
が
活
勳
さ
れ
、

内
容
は
、
多
く
の
家
庭
で
使
わ

れ
て
い
る
召
成
洗
刪
の
残
留

性
」や
、
夏
に
子
ど
も
た
ち
が

好
ん
で
食
ぺ
る
「
ア
イ
ス
ク
リ

ー
ム
や
氷
菓
の
糖
分
、
S
色
料

の
テ
ス
ト
」「
し
ょ
う
油
の
塩

分
、
ア
ル
コ
ー
ル
分
等
の
テ
ス

卜
」
な
ど
で
し
た
。

日
常
生
活
に
深
く
か
か
わ
っ

て
い
る
物
に
も
、
さ
ま
ぎ
ま
な

問
題
点
が
あ
る
こ
と
を
実
感
さ

せ
る
力
作
ぞ
ろ
い
で
す

。

ご
希
望
の
方
に
は

。
消
費
者

セ
ン
タ
ー
の
窓
囗
で
無
料
配
布

し
て
い
ま
す
(
郵
送
ご
希
望
の

方
は
送
料
負
担
の
う
え
、
お
顧

い
し
ま
す
)
。日
常
生
活
の
参
考

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

足
　立
区
消
費
者
セ

ン
タ
ー

　
Ⅲ
1
3
9
1

10月の
安 売 りデ ー

青
果
物
…
1
0月
2
1日
(水
)

黄
緑
の
ノ
ボ
リ
の
あ
る
お
店

魚
…
…
…
1
0月
1
6日
(金
)

青
い
ノ
ボ
リ
の
あ
る
お
店

《
主

催
》

足立区青果安売り
デ一協維会/ 関東
水産物商業協同組
合西新井支部・千
住支部

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

差
別
を
な
く
す
運
動
(
1
2
)

「
オ
ー
ル
ロ
マ
ン
ス
亊
件

」

に
際
し

、
郎
落
解
放
委
曩
会
は

こ
の
よ
う
な
差
別
小
説
が
書
か

れ
る
の
は
、
差
別
的
な
状
態
の

ま
ま
に
郡
落
を
放
置
し
て
い
る

亰
都
市
の
行
政
に
責
任
が
あ
る

と
指
攜
し
ま
し
た
。

雑
聴
や
作
者
を
糾
弾
す
る
こ

と
に
重
点
を
置
く
の
で
は
な

く
、
市
の
行
政
が
部
落
差
別
を

存
続
さ
せ
て
い
る
と
の
腮
掀
の

も
と
に
、
行
政
の
根
本
的
態
度

を
改
め
な
い
限
り
差
別
は
な
く

な
ら
な
い
こ
と
を
追
求
し
た
も

の
で
す
。

こ
れ
を
契
機
に
、
亰
都
市
で

は
、
同
和
対
策
の
総
合
計
画
の

策
定
を
は
じ
め
、
同
和
行
政
推

進
の
た
め
の
積
極
的
な
施
策
を

行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
事
件
は
、
部
落
差
別
は

単
に
人
び
と
の
観
念
の
中
に
あ

る
の
で
は
な
く
、
阿
よ
り
も
同

和
地
区
の
人
ぴ
と
の
生
活
そ
の

も
の
が
、
非
常
に
憙
い
条
件
の

も
と
に
あ
り
、
そ
れ
こ
そ
が
、

長
年
に
わ
た
る
差
別
の
緒
乗
に

ほ
か
な
ら
な
い
こ
と
を
明
ら
か

に
し
ま
し
た
。

こ
れ
以
降
、
国
や
地
方
自
治

体
に
対
し
て
生
活
環
境
の
改
善

な
ど
、
差
別
を
な
く
す
た
め
の

施
策
を
行
う
よ
う
に
要
求
す
る

還
勳
が
、
解
放
運
勳
の
中
で
業

要
な
位
置
を
占
め
る
よ
う
に
な

っ
て
い
く
の
で
す

。

こ
う
し
て

、
峨
唆
の
部
落
解

放
壥
勳
が
展
閧
さ
れ
て
い
く
な

か
で

、
国
に
対
し
て
は
総
合
的

な
対
策
を
た
て
る
さ
つ
運
勳
が

行
わ
れ
、
蹐
頴
も
国
会
で
採
択

さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
3
5年
に
総
理
府
は
「
同

和
対
策
I
議
会
」
を
設
置
し
、

同
和
問
弯
に
取
り
組
む
こ
と
に

な
り

、
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
。

同
和
問
弯
解
決
に
お
け
る
基
本

的
方
策
に
つ
い
て
諮
問
が
行
わ

れ
た
の
で
す
。

略
問
を
受
け
た
同
審
議
会
は

昭
和
4
0
年
8
月
に
答
申
を
政
府

に
提
出
し
ま
し
た

。
こ
れ
が
、

い
わ
ゆ
る
同
対
審
答
申
で
す
。

◎
同
和
問
題
に
関
す
る
問
い
合

わ
せ
は
'
#

庁
舎
・
同
和
対
策

担
当
へ

。
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募 集 し ま す
第40 回

区民体育大会

□
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

日
時
　
1
0
月
2
7日
(
雨
天
の
場
合

2
9日
)
、午
前
8
時
～
午
唆
5
時

場
所
　
千
住
新
僑
下
グ
ラ
ン
ド

参
加
資
格
　
区
内
在
住
・

在
勦
者
で
編
成
す
る
チ

ー
ム

費
用
　
I

チ
ー
ム
3

千
円

(
組
み
合
わ
せ
会
当
日

持
参
)

申
込
方
法
　
所
定
の
申
込

用
紙
ま
た
は
往
復
(
ガ

キ
に
チ
ー
ム
の
メ
ン
パ

ー
名
を
記
入

申
込
期
限
　
1
0
月
1
5日

申
込
・
閥
合
せ
先

野
口

由
藏
(
〒
1
2
3梅
田
6
1
　
2
3
-
1
3

　
脚
3
0
4
　
4
)

□
な
ぎ
な
た

日
時
　
H

月
1
日
(
日
)

午
後
1

時
3
0分

場
所
　
千
寿
小
学
校
体
育
館

参
加
資
格
　
区
内
在
住
・
在
動
・

在
学
考

竸
技
力
法
　
演
技
、
個
人
峨
、
団

体
戟

費
用
　
千
円

申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
往
厦
(
　

ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

職
業
、
電
話
番
畛
、
黔
加
種
目

を
明
記

申
込
期
限
　
1
0
月
1
5日

申
込
・
問
合
せ
先
　
内
田
光
f
　
(

〒
1
2
3梅
田
6
j
2
1
1
9

　

8
8
6
3
9
8
9
)

生

活

教

室

日
時
　
1
0
月
2
0
日
(
火
)
、午
後
1

時
3
0
分
～
4
時

場
所
　
花
畑
セ
ン
タ
ー

対
象
　
区
内
在
住
、
在
勦
の
婦
人

内
容

お
年
寄
り
か
ら
学
ぶ
「
柵

く
ず
れ
し
な
い
和
服
の
柵
方
し

定
s
　
3
0
名
(
先
讐
順
)

s
用
　
無
料

申
込
方
法
　
m一
月
8
日
か
ら
直
接

窓
口
ま
た
は
電
話

申
込
・
問
合
せ
　
先
花
畑
セ
ン
タ

ー
　
s
2
6
1
7

子育てのための
講 演 会

子ど もに とっての
薬 と は?

f
ど
も
へ
の
予
防
接
種
や
投
薬

に
つ
い
て

、
市
民
邏
勣
の
立
場
か

ら
講
演
し
ま
す
。

日
畤
　
1
0
月
1
6日
(
金
)
、
午
前
1
0

時
I
正
午

場
所
　
東
郎
セ
ン
タ
ー
図
嗇
室

(
入
場
無
料
)

謫
師
　
里
見
け
い
子
氏
(

豊
島
区

消
費
者
セ
ン
タ
ー
講
師
)

対
象
　
区
内
在
住
・
在
勦
者

定
員
　
8
0
名

申
込
・
問
合
せ
先
　
東
部
セ
ン
タ

ー

　
莇
7
1
0
1

特
別
経
済

講

演

会

日
時
　
1
0月
2
3日
(
金
)
、午
後
1

時
3
0分
～
3
時

場
　所

産
業
振
興
館
(入
場
無
料
)

講
師
　
秋
元
秀
雄
氏
(
政
治
・
経

済
評
諭
家
)

内
容
　
新
政
権
と
今
後
の
日
米
経

済
関
係

問
合
せ
先
　
中
央
本
町
庁
舎
・
経

済
課
(
　
誣
5
1
9
1
)
ま
た

は
東
亰
蔬
工
会
艤
所
足
立
支
部

(　‘朏
9
2
0
0
)

のびのびライフを

塩原林間学園で

過ご そう

一般利用のお知らせ

塩
原
林
閧
学
園
の
一
部
(
5

郎
屋
、
お
と
な
羽
名
ま
で
)
を

皆
さ
ん
に
閧
放
し
ま
す

。
ス
ポ

ー
ツ
の
合
宿
、
家
族
旅
行
な
ど

レ
ジ
ャ
ー
、
保
養
の
施
設
と
し

て
ご
利
用
く
だ
さ
い

利
用
期
間
H
月
1
日
～
来
年
　

4
月
3
日
(
年
末
年
始
、館
　

内
作
業
日
1
1
‥
月
4
日
～
6
日
　

を
除
く
)

利
用
で
き
る
方

区
内
在
住
・

在
勦
者
を
主
と
し
た
2

人
以

上
の
グ
ル
ー
プ
(
禾
成
年
者

の
み
で
の
利
用
は
で
き
ま
せ

ん
)

施
般
使
用
料
金
　
大
人
千
宸

円
、
子
ど
も
瞋
円
(
3

歳
以

下
は
無
料
)

※
食
亊
料
金
は
、
大
人
用
千
馮

円

、
子
ど
も
用
8
0
0円
、
昼
食
沺

円
(

希
望
者
)
で
す
。

申
込
方
法
　
1
0
月
1
9日
午
前
9
　

時
か
ら
利
用
日
の
5
日
前
ま

で
の
期
閧
、
電
話
ま
た
は
窓

口
で

申
込
み
・
問
合
せ
先
　
本
庁
舎

・
学
務
第
二
課
振
輿
係

　

8
8
2
-
1
1
1
㈹

足
立区
環
境
づく
り
区
民
大
会

日
時
　
1
0
月
2
1
日
(
水
)
、午
前
H
　

時
3
0
分
～
午
後
4
時

場
所
　
産
業
振
興
館
(入
場
無
料
)

内
容
　
新
生
活
・
交
通
安
全
・
献

血
運
勳
に
関
す
る
展
示
や
地
域

か
ら
の
活
動
報
告
な
ど
(
電
気
、

ガ
ス

、水
道
、電
話
、濟
掃
等
の

相
詼
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
)

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・
地

城
振
興
課

　
跏
5
1
7
3

ま
ち
づ
く
り
フ
ェ
ア

区
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
、

み
ど
り
豊
か
な
。
あ
だ
ち
'
を
つ
く

る
た
め
、
ま
ち
づ
く
り
フ
ェ
ア
を

次
の
と
お
り
関
催
し
ま
す
。

な
お
、く
わ
し
く
は
「
あ
だ
ち
広

報
」
1
0月
2
0日
号
で
、
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

日
時
　
1
0
月
2
4
日
(
土
)
、
午
前
1
0
　

時～
午
後
5
時

塲
所
・
内
容
　
▽
教
育
セ
ン
タ
ー

…
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

ー『
ま
ち
づ
く
り
か
ら
見
た
み
ど

り
』
(
午
後
1
時
3
0分
～
4

時

3
0分
、
定
員
1
5
0名)
な
ど

ワ

竹
の
塚
第
六
公
園
・
:
苗
木
、
鉢

物
、
花
物
の
展
示
即
売
会
や
球

根
の
配
布
な
ど

問
合
せ
先
　

本
庁
舎
・
緑
化
係
　

　
眤
1
1
1
1

㈹

中
学
生
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
'
8
7

昭
和
6
2年
度
東
京
都
中
学
校
吹

奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
上
位
入
賞
校
か

奏
で
る
、
さ
わ
や
か
な
調
ぺ
を
、

ぜ
ひ
お
聰
き
く
だ
さ
い
。

日
睥
　
m
J月
1
7日
王
)
、午
後
1

時
3
0分
I
5
時

場
所
　
文
化
会
館
(
入
場
無
料
)

出
演
校
　
区
立
中
学
校
1
4校
と
足

立
吹
奏
楽
団

問
合
せ
先
　
本
庁
舎
・
学
校
経
理

係

　
靦
1
1
1
1
㈹

祭
ば
や
し
と
獅
子
舞
の
集
い

1
0周
年
大
会
で
す

区
内
に
は
、
現
在
3
0の
郷
土
芸

能
保
存
会
が
あ
り
。
郷
土
芸
能
の

伝
承
・
普
及
活
勳
に
努
力
し
て
い

ま
す
。

郷
愁
を
さ
そ
う
太
皷
や
笛
の
音

と
古
来
か
ら
伝
わ
る
郷
土
芸
能
の

す
ぱ
ら
し
さ
を
、
こ
の
機
会
に
ぜ

ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

曰
時
　
1
0
月
1
8日
(
日
)
、午
前
1
1

時
閲
演

蝿
所
　
竹
の
碾
社
会
教
育
館
(
入

場
無
料
)

出
演
団
体
　
島
根
ぱ
や
し
連
中
、

花
畑
大
腎
神
社
獅
子
舞
保
存
会

柳
原
箕
軸
囃
子
連
ほ
か
、
区
内

各
地
域
の
保
存
会
が
多
数
出
演

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
文
化
係
　

　
靦
1
1
1
1
㈹

1
6ミリ
映写機操作再講習
会

1
6ミリ映
写
機
操
作
の
修
了
証
を

お
持
ち
の
方
で
、
技
術
の
向
上
を

図
り
た
い
方
、
復
習
を
な
さ
り
た

い
方
を
対
象
に
し
た
講
習
会
を
閧

催
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
受
講
時

間
は
自
由
で
す
の
で
お
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
　
1
0月
2
4日
(
土
)
、午
後
2

時
～
7
時
の
閧

場
所
　
中
央
本
町
杜
会
教
青
館

内
容
　
新
旧
映
写
機
の
操
作
方
法

申
込
方
法
　
1
6い
修
了
証
を
持
参

の
上
、
直
接
会
場
へ
お
越
し
く

だ
さ
い

問
合
せ
先
　
本
庁
舎
・
文
化
係
　

　
8
8
2
1
1
1
1㈹

ご 推薦く ださい

「善行青少年」

区
で
は
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

の
後
援
に
よ
り
、
良
い
行
い
を

し
た
青
少
年
を
ほ
め
た
た
え
る

活
勣
を
行
っ
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
庄
ん
で
い
る
地

城
で
艮
い
行
い
を
し
た
胄
少
年

が
い
ま
し
た
ら
ご
推
薦
く
だ
さ

推
薦
対
象
　
区
内
に
在
住
・
在

勣
・
在
学
の
1
8歳
以
下
の
青

少
年
と
そ
の
グ
ル
ー
プ

行
為
基
準
　
▽
勇
気
や
親
切
を

示
し
周
囲
を
明
る
く
す
る
行

い
　
▽
公
徳
心
を
高
め
る
行

い
　
▽
自
立
心
に
富
ん
だ
行

い
　
▽
誠
実
、
貴
任
、
努
力

が
認
め
ら
れ
る
行
い

推
薦
方
法
　
該
当
す
る
胃
少
年

が
い
ま
し
た
ら
、
各
青
少
年

対
策
地
区
委
員
会
(
各
区
民

事
務
所
が
事
務
局
)
を
と
お

し
て
ご
推
罵
く
た
さ
い

推
薦
期
限
　
1
0月
3
1日

問
合
せ
先
　
本
庁
舎
・
青
少
年

対
策
担
当
`
　
一
1
1
1
1
㈹

卓球
指導者

養成講
習
会

日
時
　
H

月
5
・
1
2・
1
9・
2
6日
の
4

日
閧
、
午
後
6
時
3
0分
～
8

時
3
0分
(
受
付
午
険
6
時
か
ら
)

塲
所

中
央
本
町
セ
ン
タ

ー
体
弯

館
対
象
　
区
内
在
住
・
在
勦
の
指
導

者
お
よ
ぴ
そ
れ
を
目
指
し
、
区

ス
ポ
ー
ツ
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活

勳
で
き
る
方

定
S
・
S
用
　
5
0
名
(
C

募
者
多

数
の
場
合
は
抽
選
)
、
無
料

申
込
方
法
　
往
復
(

ガ
キ
に
住

所
、
氏
名

、生
年
月
日
、
職
業
、

電
話
番
号
を
明
記

申
込
期
限
　
1
0
月
2
0日
消
印
有
効

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・
体

育
課
(
〒
a
千
住
I
L
4
-
1
8
　

　
8
8
2
1
1
1
1
㈹
)

区
民
歩
け
歩
け
大
会

日
時
　
1
0月
1
0日
(
祝
日
)
午
前
8

時
3
0分
I
J

問
合
せ
先
　
本
庁
舎
・
体
育
振
興

係

　
眤
―
-
1
1
㈹

珠算競技大会

参
加者
募
集

青
少
年
の
健
全
育
成
と
珠
算
技

能
の
向
上
の
た
め
、
次
の
と
お
り

大
会
を
実
施
し
ま
す

。

日
時
　
1
1
月
8
日

百
)
、
▽
小
学

生
の
部
…
午
前
8
時
3
0分
閧
場

▽
中
学
生
の
部
…
午
後
1
2時
3
0

分
聞
場
　

▽
高
校
生
・
一
般
の

部
…
午
後
1
2時
3
0分
閧
場

場
所
　
本
庁
舎
7
階
大
会
議
室

対
象

区
内
在
住
・
在
学
・
在
勣

者
申
込
万
法
　
▽
小
・
中
学
生
…
学

校
、
塾
の
団
体
申
込
　
▽
高
校

生
こ

£

。。g
接
窓
囗
へ

※
申
込
用
紙
は
青
少
年
係
に
あ
り

ま
す

。

申
込
期
限
　
1
0
月
1
9日

申
込
・
問
合
せ
先
　
木
庁
舎
・
青

少
年
係

　
眤
1
1
1
1

㈹

「老 人 大 学 」
受 講 生 募 集

あなたも自分史を作ってみませんか

日
程
・
内
容
・
時
間
　
右
表
の
と

お
り
(
全
1
0回
)

場
所
　
老
人
会
館
(
費
用
無
料
)

対
象

区
内
在
住
・
在
勤
で
6
0歳

以
上
の
全
回
通
し
て
受
講
で
き

る
方

定
員
　
4
2
名
(
応
募
者
多
数
の
場

合
は
抽
選
)

申
込
方
法
　
往
復
(

ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
、
年
齡
、
電
詁
番
号
、

「
老
人
大
学
希
望
」
と
明
記

申
込
期
限
1
0

月
1
4日
消
印
有
効

申
込
・
問
合
せ
先
　
老
人
会
館
(

〒
1
2
1足
立
区
西
保
木
問
4
-
　
9
1
1

　
a
9
7
3
3
)

ひ
ろ
ば

※
先
着
順
で
、1
団

体
1
事
業
、3
ヵ
月

間
再
掲
概
不
可
。

投
稿
先
・
:
広
報
課

=
催
し
物
=

☆
秋
の
植
木
ま
つ
り
1
0
月

1
0
・
H
日
、正
午
～
午
後
8
時
/

北
千
僅
サ
ン
ロ
ー
ド
商
店
街
/

区
か
ら
緑
の
相
談
貝
を
派
遣

し
ま
す
/
▽
岡
田
　
8
8
2
6
6

☆
第
4
回
青
年
文
化
祭
ザ
ー

ダ
ン
シ
ン
グ
カ
ー
ニ
バ
ル
　

(
足
立
サ
ー
ク
ル
連
合
)
/
1
0

月
1
6
日
(
金
)
、午
後
6
時
3
0
分

閧
場
、7
時
閧
演
/
竹
の
曜
社

会
教
育
館
大
ホ
ー
ル
/
揃
円
/

竹
内

　
鯲
2
6
5
1
(

た
だ

し

、
午
後
7
時
～
9
時
)

☆
第
6
回
花
作
バ
ザ
ー
日

用
雑
貨
品
、不
用
品
等
の
提
供

を
お
顴
い
し
ま
す
/
1
0
月
2
5
日

(
日
)
、午
前
1
0
時
～
午
後
2
時
/

都
立
城
北
養
護
学
校
体
育
館
/

▽
花
畑
共
同
作
葉
所

　
暝

9
2
3
4
(
午
前
9
時
I
乍
後
4

時
)

☆
ひ
ま
わ
り
共
同
保
育
圃
バ

ザ
ー
1
0
月
2
5
日
午
前
1
0
時
3
0

分
か
ら
/
江
北
四
丁
目
パ
ン
ダ

公
園
前
/
衣
類
、
雑
貨
な
ど
不

用
品
の
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
/

▽
ひ
ま
わ
り
共
同
保
育
園
　

昌
6
1
8
3

=
募
集
=

☆
テ
ニ
ス
サ
ー
ク
ル
ー
ミ
ル

キ
ー
ウ
ェ
イ
土
・
日
曜
日
、祝

日
(
月
5
～
6
回
)
/
入
会
金

2
千
円
、月
額
2
千
円
/
往
復

(
ガ
キ
に
年
齢
、テ
ニ
ス
歴
、

電
話
番
号
を
明
記
/
▽
桜
井
溥

美
(
〒
ほ
千
住
大
川
町
2
7
1
1
3
　

瑟
0
5
8
2
)

☆
マ
ン
デ
ー
テ
ニ
ス
サ
ー
ク

ル
毎
週
月
曜
日
、正
午
～
日

没
ま
で
/
入
会
金
千
鴎
円
、月

額
2
千
迦
円
/
往
厦
(
ガ
キ
に

年
齡
、羣
訌
番
号
を
明
記
/
▽

坂
牧
勇
次
郎
(
〒
1
2
1保
木
間
5
-

苧
3
|
M
　

瑟
1
4
9
3
)

☆
(
イ
キ
ン
グ
サ
ー
ク
ル

(
柬
宗
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
)
　

中
高
年
向
き
軽
(
イ
キ
ン

グ
、豚
汁
会
札
所
巡
り
、バ
ス

(
イ
ク
等
/
年
会
費
千
嶄
円
/

▽
平
松

　
8
9
0
4
6
3
3

☆
社
交
ダ
ン
ス
毎
週
月
曜

日
午
険
7
時
～
9
時
/
海
老
原

医
院
3
階
(
西
新
井
駅
西
囗
か

ら
徒
歩
2
分
)
/
朷
心
者
歓
迎
/

入
会
金
2
千
円
、月
額
2
千

沺
円
/
▽
青
木
　
8
9
8
4
2
0

6

1
`
1

☆
稜
轢
の
仲
間
(
登
山
サ
ー

ク
ル
)
毎
週
木
曜
日
の
集
会

と
月
―
回
の
定
例
企
厠
/
入
会

金
千
円
、月
額
千
円
/
往
復
(

ガ
キ
に
庄
所
、電
話
番
号
を
明

記
/
▽
安
藤
睦
美
〒
跏
柳
原

2
-
4
8
-
7
千
柳
荘

　
8
8
8
2
6
7
3
(

夜
間
)

掲
示板

□
保
留
地
を
売
却
し
ま
す

入
札
曰
時
　
1
0
月
1
4日
(
水
)
　

午
前
1
0時
～
正
午

現
地
案
内
　
1
0
月
8
日
I
9

日

午
前
1
0時
1
午
後
3
時

充
却
区
圖
　
6

区
圃

最
低
価
格
　
2
千
1
3
0
万
円
台
　
　

(
3
5
坪
)
～
4
千
辨
万
円
台
　
　

(
5
8坪
)

入
札
場
所
・
問
合
せ
　先

江
北

北
部
土
地
区
画
整
理
組
合
　

瑟
2
2
3
1

□
巡
回
労
働
相
談

賃
金
、労
働
条
件
、社
会
保
険

な
ど
の
労
働
問
弯
に
つ
い
て
助

言
や
資
料
の
提
供
を
吁
い
ま
す
。

日
時
・
場
所
　
▽
1
0
月
5
日
、

午
唆
2
時
～
4
時
・
:
職
業
サ
　

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
▽
1
0
月
　

1
2
・
2
6
日
、
午
唆
2
時
～
4
　

時
…
西
新
井
区
民
ホ
ー
ル

相
談
担
当
・
問
合
せ
　先

王
子

労
政
事
務
所

　
9
0
0
6
1
1

□
都
税
の
バ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
で

き
ま
し
た

マ
イ
ホ
ー
ム
の
税
金
に
つ
い

て
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
た
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
「
住
ま
い
の
税
熬

が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
マ

イ
ホ
ー
ム
を
取
寿
さ
れ
る
方

は
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

配
布
場
所
・
問
合
せ
先
足
立

都
税
事
務
所
相
談
コ
ー
ナ
ー
　
`

笛
一
2
1
1
1

㈹

□
1
0
月
は
『
高
齡
者
雇
用
促
進

月
間
』
で
す

▽
求
人
・
求
職
相
談
会

日
時
　
m
一
月
7
日
(
水
)
、午
前
1
0

時
I
午
後
4
時

場
所
　
西
新
井
区
民
ホ
ー
ル

対
象
5
5
～
6
5
歳
の
方

▽
東
関
親
方
(
元
高
見
山
)
を

隊
長
と
し
た
鼈
用
促
進
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン

日
時
　
1
0
月
1
5日
(
木
)
、
午
前
1
1

時
1
0分
～
1
1
時
3
0分

場
所
　
J
R

北
千
住
駅
西
口

問
合
せ
先

足
立
戰
業
安
定
所

8
8
2
1
2
8
7
㈹

□
全
国
防
犯
運
助
の
実
施
に
つ

い
て

期
関
　
1
0月
H
B
I
2
0日

ス
ロ
ー
ガ
ン
　
▽
愛
車
へ
の
い

た
わ
り
示
す
ド
ア
ロ
ッ
ク
　

▽
防
犯
は
日
ご
と
家
ご
と
地

域
ご
と

区
民
の
皆
さ
ん
、
明
る
い
、

庄
み
よ
い
地
域
杠
会
の
燵
般
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

八
千
住
・
西
新
井
・
綾
瀬
警

察
馨
▽

□
浄
化
槽
済
掃
料
金
の
助
成

都
で
は
、
届
出
済
の
浄
化
糟

に
対
し
て
、
膺
掃
料
金
の
一
部

を
年
―
回
助
成
し
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、下
水
道
処
理
区
岐

に
な
っ
て
か
ら
3
年
以
上
過
ぎ

た
地
域
は
対
象
外
で
す
。

問
合
せ
先
　
膺
掃
昜
淨
化
施
設

課

　
2
1
2
5
1
1
1㈹

□
働
く
高
齡
者
・
パ
ネ
ル
飃

日
時
　
m一
月
5
・
6
日

場
所
　
中
央
本
町
庁
舎
I
階
口

ビ
ー

問
合
せ
先
　
墨
田
区
高
齡
者
無

料
職
業
紹
介
所

　
6
1
6
7
6
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